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Abstract
　 This	paper	 is	based	on	 the	questionnaire	 survey	of	 “Angers	and	Coping	Methods	of	
Chinese	Students	 in	 Japan”.	Using	SPSS	 to	 analyze	 the	 correlation	between	 the	anger	
experience	and	the	duration	of	the	stay,	it	is	found	that	there	is	a	weak	negative	correlation	
that	 the	shorter	 the	duration	 is,	 the	 less	experience	 they	accumulate.	Based	on	previous	
researches,	on	one	hand,	according	to	the	reasons	of	anger,	the	experience	is	classified	into	
Japanese	behavior	patterns,	prejudice,	 temporary	victimization,	public	 issues,	etc.	On	the	
other	hand,	 according	 to	 the	directions	 of	 anger,	 the	 coping	methods	 are	divided	 into	


































































































































































Pearson	Correlation	 -.044 .055 .056 -.244** １
Sig.	(2-tailed) .565 .473 .462 .001	






























































































































































































































al.（1997） の「 嫌 味 」， 木 野（2002，2003） の
「嫌味」と「遠回し」，日比野ら（2004），湯川ら
（2003）の「忘却」「合理化」が見られない上に，
「原谅（許し）」と「腹诽（心の中の否定）」とい
う新しい対処法が見られたのが興味深い。以上の
表を参考に，怒りの指向対象によって，表５のよ
うに対処法を５つのカテゴリーにまとめてみた。
具体的な統計結果は図２のとおりである。
表４　怒り経験後に生じた行動に関する主な先行研究（日比野・吉田，2006，p33による）
＊	社会的共有に関しては，告げ口・愚痴る・相談など，第三者に対して行う言語的な行動をすべて含むものと考えられる。
表５　怒りへの対処に関する自由記述回答の分類
カテゴリー 記述内容の例（筆者訳） 出現回数（割合）
相手指向型
非言語的対処
①テーブルを叩く
②作り笑いをする
③顔をこわばらせ，相手にしない
④黙ったままその場を去る
⑤無視する場合が多い
⑥相手を許す
43（26.88％）
言語的対処
①冷静に理由を聞く
②事実を並べて説得する
③はっきり原因を述べて理解してもらう
④ののしる
⑤突っ込む
38（23.75％）
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　相手指向型は，過半数に達し，合計81件
（60.63％）である。怒り対象に直面する場合，非
言語的対処（具体的には威嚇動作，怒りと反対す
る表現の微笑み，感情的表情，回避など）は，言
語的対処（具体的には冷静的な説得，感情的にの
のしること，相手に直接突っ込むことなど）をや
や上回っている。「怒り対象を相手にしない」も
それに該当する。
　自己指向型は，合計44件（27.5％）である。
我慢，自己コントロール，自己鎮静が主であり，
被験者の記述には「何もしない」「すごく怒って
いて，何もしないほどだ」というのがあり，自己
抑制と見なすことができるため，このカテゴリー
に入れたわけである。
　第三者指向型は，合計22件（13.75％）である。
告げ口，通報，および親友・家族に突っ込むこと
などがそれである。また，今では，SNS に書き
込むことが一般化されつつあることが分かった。
　物事指向型は，合計６件（3.75％）である。つ
まり，怒りをぶつけるのを避けるために，ほかの
モノや事に注意を分散することである。例えば，
リラックスするために，音楽を聴くことや，怒り
を発散させるために，ぬいぐるみをたたくことな
どである。
　以上みてきたように，在日中国人留学生の怒り
経験には日本人の行動様式に起因することが一番
多いことや，偏見がそれに次ぐこと，一過性被害
がそれほど頻繁ではないこと，公的問題にも言及
されたことが調査結果に示されている。また，対
処法としては，「身体的攻撃がない」，「攻撃転嫁
が少ない」，「嫌味・遠回しがない」といった特徴
が見られる。
　大渕（1984）は社会人124名と大学生130名に対
して，Averill の質問紙を用いた「怒りの経験」
調査を行ったうえ，結論を８項目にまとめた。こ
こで，関連のある部分を取り上げ，対照しながら
カテゴリー 記述内容の例（筆者訳） 出現回数（割合）
自己指向型
①怒りを胸にため込む
②自ら怒りをコントロールする
③我慢する
④何もしない
44（27.5％）
第三者指向型
①その場か後日友達に突っ込む
②110番に通報する
③ SNS に書きこむ
22（13.75％）
物事指向型
①注意をそらすために，スマホをいじる
②運動してリラックスする
③ゲームや勉強をする
6（3.75％）
その他 意味不明＋対処とは言えない記述 6（3.75％）
合計 160（100％）
図２　在日中国人留学生の怒りへの対処法についての統計結果
相手志向型(81)
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検討する。まず，「（1）怒りの対象のほとんどは
人間で，怒りは対人情緒である」が，在日中国人
留学生の経験から見ると，それ以外の場面も少な
くなく，19件（8.23％）に達している。具体的に
は，中国人の身分で部屋の賃貸が難しい，手続き
が面倒くさい，及び前述した公的問題がそれであ
る。次に，「（3）怒りの挑発因となった出来事は
大部分が欲求不満やプライド損傷など心理的被害
で，挑発者の行動が社会規範に反するとの認知判
断が被験者の強い怒りを誘発した」と「（5）被験
者の行動は攻撃的と非攻撃的の両面があるが，前
者には抑制が伴いやすかった」とほぼ同じような
様相を呈している。最後に，「（4）怒りの動機は
単純な仕返しだけでなく，相手の行動や相手と自
分の関係を変化させる問題解決的要素が強かっ
た」というが，本調査ではそういった問題解決的
要素がほとんど見られず，かえって被験者の記述
からなんらかの無力感が読み取られ，多様化して
いる印象を受ける。
　また，人間の怒りというのは本能的なものでは
なくて自己愛が傷つけられた時に，あくまでも二
次的なものなのだ（和田，2010：pp.35）という
主張と符合しているものがいくつか挙げられる。
例えば，心をコップに喩えた日本アンガ－マネジ
メント協会代表理事の安藤俊介の話である。その
コップの中身が「苦しい，疲れた，寂しい，痛
い，虚しい，不安，いやだ，つらい」などで，い
わば一次感情そのものである。また，日本の中小
学校教育に使われている「怒りの火山＝恥ずかし
さ，ふがいなさ，寂しさ，心配，いら立ち，残
念，不安，悲しみ」も同様である。本調査の結果
から見れば，在日中国人留学生の怒りの底には寂
しみ，心配，傷つき，恐怖，不安，落胆が潜んで
いるのが主である。それらに関する認知のプロセ
スなどについて検討する余地があると考えられ
る。
３．おわりに
　今回の調査結果に基づき，在日中国人留学生の
怒り尺度を作って，４件法で評定を求め，因子分
析を行うのを次の段階の課題とする。
　日比野ら（2006）の研究結果を表４にまとめて
おいたが，ここで注目すべきは，今回観察されな
かった項目（例えば，嫌み，遠回しなど）と，先
行研究で言及されていない「腹诽（心の中の否
定）」である。そこに文化的要素が潜んでいるの
ではないかと興味深く思われ，研究を深化させる
必要がある。
　それだけでなく，日比野・湯川（2004）の怒り
の鎮静化プロセスの３段階説によると，第１段階
は，怒りをますます高めるような肥大化の認知が
主に行われている経験直後，第２段階は，怒りの
感情が緩和され，冷静に客観的に受け止めるよう
な認知が行われている２～３日後，第３段階は，
ほぼ鎮静され，「許し」を重要な目標とする一週
間後であるというが，本調査では１段階に見られ
ないはずの経験直後の客観視や，直ちに落ち着い
た人もいる一方，自己のための「許し」や，いざ
となると何らかのきっかけで怒りを膨らませたと
明記した人もいる。その違いはやはり異文化コ
ミュニケーションという特定場面によるものでは
ないかと推測されるが，その原因の究明を含め，
さらなる検証が欠かせない。
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